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１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成19年12月21日付をもって提出いたしました第17期中（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）半期報告書の記載

事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　中間連結財務諸表等

(1）中間連結財務諸表

中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

４．会計処理基準に関する事項

(3）重要な引当金の計上基準

２　中間財務諸表等

(1）中間財務諸表

中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

３．引当金の計上基準

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所は＿＿罫で示してあります。
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第一部【企業情報】
 

第５【経理の状況】
 

１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

（訂正前）

項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

４．会計処理基準に関する

事項

   

(3）重要な引当金の計上

基準

ハ　退職給付引当金 ハ　退職給付引当金 ハ　退職給付引当金

　従業員の退職給付に備

えるため、当連結会計年

度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額

に基づき、当中間連結会

計期間末において発生し

ていると認められる額を

計上しております。

　なお、数理計算上の差異

は、各連結会計年度の発

生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一

定の年数（７年）による

定額法により按分した額

をそれぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理す

ることとしております。

同左 　従業員の退職給付に備

えるため、当連結会計年

度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額

に基づき計上しておりま

す。

　なお、数理計算上の差異

は、各連結会計年度の発

生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一

定の年数（７年）による

定額法により按分した額

をそれぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理す

ることとしております。
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（訂正後）

項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

４．会計処理基準に関する

事項

   

(3）重要な引当金の計上

基準

ハ　退職給付引当金 ハ　退職給付引当金 ハ　退職給付引当金

　従業員の退職給付に備

えるため、当連結会計年

度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額

に基づき、当中間連結会

計期間末において発生し

ていると認められる額を

計上しております。

　なお、数理計算上の差異

は、各連結会計年度の発

生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一

定の年数（７年）による

定額法により按分した額

をそれぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理す

ることとしております。

　従業員の退職給付に備

えるため、当連結会計年

度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額

に基づき、当中間連結会

計期間末において発生し

ていると認められる額を

計上しております。

　なお、数理計算上の差異

は、各連結会計年度の発

生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一

定の年数（５年）による

定額法により按分した額

をそれぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理す

ることとしております。

（追加情報）

　従来、数理計算上の差異

の処理年数は７年として

おりましたが、従業員の

平均残存勤務期間が７年

を下回ったため５年に変

更いたしました。

　なお、この変更による影

響は軽微であります。

　従業員の退職給付に備

えるため、当連結会計年

度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額

に基づき計上しておりま

す。

　なお、数理計算上の差異

は、各連結会計年度の発

生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一

定の年数（７年）による

定額法により按分した額

をそれぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理す

ることとしております。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

（訂正前）

項目
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

３．引当金の計上基準 (4）退職給付引当金 (4）退職給付引当金 (4）退職給付引当金

 　従業員の退職給付に備

えるため、当事業年度末

における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基

づき、当中間会計期間末

において発生していると

認められる額を計上して

おります。

　なお、数理計算上の差異

は、各事業年度の発生時

における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の

年数（７年）による定額

法により按分した額をそ

れぞれ発生の翌事業年度

から費用処理することと

しております。

同左 　従業員の退職給付に備

えるため、当事業年度末

における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基

づき計上しております。

　なお、数理計算上の差異

は、各事業年度の発生時

における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の

年数（７年）による定額

法により按分した額をそ

れぞれ発生の翌事業年度

から費用処理することと

しております。
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（訂正後）

項目
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

３．引当金の計上基準 (4）退職給付引当金 (4）退職給付引当金 (4）退職給付引当金

 　従業員の退職給付に備

えるため、当事業年度末

における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基

づき、当中間会計期間末

において発生していると

認められる額を計上して

おります。

　なお、数理計算上の差異

は、各事業年度の発生時

における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の

年数（７年）による定額

法により按分した額をそ

れぞれ発生の翌事業年度

から費用処理することと

しております。

　従業員の退職給付に備

えるため、当事業年度末

における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基

づき、当中間会計期間末

において発生していると

認められる額を計上して

おります。

　なお、数理計算上の差異

は、各事業年度の発生時

における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の

年数（５年）による定額

法により按分した額をそ

れぞれ発生の翌事業年度

から費用処理することと

しております。

（追加情報）

　従来、数理計算上の差異

の処理年数は７年として

おりましたが、従業員の

平均残存勤務期間が７年

を下回ったため５年に変

更いたしました。

　なお、この変更による影

響は軽微であります。

　従業員の退職給付に備

えるため、当事業年度末

における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基

づき計上しております。

　なお、数理計算上の差異

は、各事業年度の発生時

における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の

年数（７年）による定額

法により按分した額をそ

れぞれ発生の翌事業年度

から費用処理することと

しております。
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